
前田地区の取り組みが全国推薦
－豊かなむらづくり顕彰事業表彰式－
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　広報　　　　　
　　　　は再生紙を使って作られています

震災対策一口標語

 確かめ合う　 我が家の安全
　　　　　近所の安否

広報 28

2月の出動 火災  0件（1月からの累計 　0件）
　　　　　　救急21件（1月からの累計  47件）

ご寄付ありがとう（3月24日現在）

○飯舘村社会福祉協議会
　▶ 「ふみ子の海」上映会実行委員会
　　（小山茂委員長）から金19,615円
○いいたて福祉会
　▶ 青木香一さん（大久保・外内）から金30,000円
　▶ 渡辺文夫さん（前田・八和木）から金50,000円
　▶ 北原芳清さん（宮　内）から金100,000円
　▶ 今野征美さん（飯樋町）から金100,000円
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▲佐藤知事から表彰状などの伝達を受ける
　齋藤区長と長谷川副区長

　福島県と福島民友新聞社が主催する、「平成 19年
度豊かなむらづくり顕彰表彰式」が福島市で行われ、
本村の前田地区が「むらづくり部門」の優秀団体と
して表彰を受けました。
　この顕彰事業は、集落などの村づくりや農業生産
活動で顕著な活動を実践している団体を表彰するも

ので、住みよい地域づくり活動を行う団体を対象とした「むらづくり部門」と、生産性の高
い農業を目指す団体を対象とした「農業生産部門」があります。今回は県内市町村から８団
体の推薦があり、この中から前田地区を含め５団体が選定されました。
　前田地区は、遊休農地を活用した観光わらび園の整備や直売所の運営、集落営農の取り組
みなど、住民一体となった先駆的な活動が高く評価されました。
　表彰式では、前田地区代表の齋藤政行区長と長谷川健一副区長に、佐藤雄平県知事と福島

民友新聞社の村西敬生社長から、それぞれ賞状やトロフィーなどが贈
呈されました。
　また、受賞団体を代表して齋藤区長が「この受賞を契機に、地域の
活性化や住みよい農村環境づくりをさらに進めていくことをお誓いし
ます」と謝辞を述べました。
　今回受賞した前田地区の取り組みは、福島県代表として平成20年度
の「豊かなむらづくり全国表彰」に推薦されます。

▲ 代表して謝辞を述べる
齋藤区長


